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いろいろな使いかた 設定一覧

設定の種類 設定できる
機種

変更できる設定
太字は「はじめの設定」 設定の内容 参照

ページ

オ
ー
ト
機
能

オート便器洗浄

オート便器洗浄 F4A・F3A
F2A・F1A

入／切  • 自動で便器洗浄
する /しない P.29

水が流れるまでの時間 短い／標準／長い  • 自動で便器洗浄するまでの時間を変える

便ふた閉止後洗浄モード F4A・F3A 入／切  • 自動で便ふたを閉めたあと便器洗浄
する /しない P.30

便ふた連動洗浄モード F2A・F1A 入／切  • 便ふたを閉めて便器洗浄
する /しない P.31

オートふた開閉

オートふた開閉

F4・F4A
F3・F3A

入／切  • 自動で便ふたを開閉
する /しない P.32

ふたが閉まるまでの時間 短い／標準  • 自動で閉まるまでの時間を変える

ふたが開くまでの時間 標準／中間／長い  • リモコンや手で閉めたとき、次に自動で開くまでの時間を変える
P.33

開きかた 便ふた／便座・便ふた  • 便ふたのみを自動で開閉する /
便座と便ふたを自動で開閉する

せいけつ

ノズルきれい すべての
機種

入／切  • 自動でノズルを洗浄
する /しない P.34

便器きれい 入／切  • 自動で便器内にミストを
かける /かけない

便座きれい F4・F4A 入／切  • 自動で便座裏にミストを
かける /かけない P.35

プレ脱臭
すべての
機種

入／切  • 便座に座るまでの脱臭を自動で
する /しない

脱臭 入／切  • 便座に座ってからの脱臭を自動で
する /しない P.36

オートパワー脱臭 入／切  • 立ち上がってからパワー脱臭を自動で
する /しない

ライト

ナイトライト F4・F4A
F3・F3A

入／切／タイマー  •「やわらかライト」と「便器内 LED」を夜間に適した光りかた（ナイトモード）に
変更する／変更しない／時間帯を設定する P.37

やわらかライト 入／切  • やわらかライトを
使う /使わない

P.38便器内LED すべての
機種

入／切  • 便器内を照らすライトを
使う /使わない

きれいサイン 入／切  • きれいサインを
光らせる /光らせない

においきれい F4・F4A
F3・F3A

入／切  • においきれいを
する /しない P.39

オート／連続  • においきれいを
よく使う時間帯に自動でする /常にする

そ
の
他
設
定

電子音

すべての
機種

入／切  • 電子音を
鳴らす /鳴らさない※1

P.40
ノズル洗浄位置の記憶 入／切  • 前回の洗浄位置を記憶

する /しない

個人設定 入／切  • 個人設定を
する /しない P.41

個人設定登録 登録1/登録2/登録3/登録4 個人のお好みの洗浄位置などを登録する

人体検知センサーの検知距離 F4・F4A
F3・F3A 設定1／設定2／設定3／設定4／設定5  • 人体検知センサーの検知範囲を変更する P.42

※1　 電子音を「鳴らさない」にしても、設定を変更するときは電子音が鳴ります。
（ノズル洗浄位置の記憶、個人設定以外）　　

使
い
か
た
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※1　 設定中、約60秒以内に次のボタンを押さないと点滅が解除されます。
設定完了できなかった場合は、手順1からやり直してください。

点滅

ランプで設定を確認

いろいろな使いかた

リモコン表面ボタンでの設定

まず確認！

【手順１でボタンを約10秒以上押すと設定モードに入ります※１】
リモコンを壁に取り付けた状態で設定してください。

 を約10秒押した場合

 と  を同時に約10秒押した場合

リモコン裏面ボタンでの設定  ⇒リモコンの取りはずしかた（P.12）

1  押す

押すたびに切り替わる
●オート洗浄ランプで確認（P.28）

「する」とき

点灯

「しない」とき

消灯

＜設定完了＞

 ※2　「便ふた閉止後洗浄モード」を「する」に設定しているときは、「自動で便ふたが閉まるまで（閉まったあと便器洗
浄）」の時間になります。（F4A・F3A）

 ※3　「便ふた連動洗浄モード」を「する」に設定しているときは、便ふたを閉めなかったときに自動で便器洗浄するま
での時間が「短い」約25秒後、「標準」約30秒後、「長い」約35秒後になります。（F2A・F1A）

リモコン裏面

オート機能

オート便器洗浄

自動で便器洗浄
する/しない

オート便器洗浄
自動で便器洗浄するまでの時間を変える

水が流れるまでの時間※2

2  押す

3  押す

4 設定したい項目を選んでボタンを押す※3

「短い」に
するとき

ピピッ

 

「標準」に
するとき

ピーッ

 

「長い」に
するとき

ピッ

「短い」　約5秒後
「標準」　約10秒後
「長い」　約15秒後
●「便ふた閉止後洗浄モード」を「する」に設定しているときは、
上記で便ふたが閉まったあと、水が流れます。

＜設定完了＞

1
リモコンランプが点灯・点滅する
まで押す（約10秒）

確認

確認

使
い
か
た
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いろいろな使いかた オート機能

オート便器洗浄

自動で便ふたを閉めたあと便器洗浄
する/しない

便ふた閉止後洗浄モード

2  押す

3  押す

4 設定したい項目を
選んでボタンを押す

「する」とき

ピッ
 

「しない」とき

ピーッ

＜設定完了＞

便
座
を
使
用

立
っ
て
使
用

   

リ
モ
コ
ン
の

   

便
器
洗
浄
ボ
タ
ン

便ふた閉止後洗浄モード（F4A・F3A）
便座から立ち上がって約10秒後に（立って使用した場合は人がいなくなって
から）自動で便ふたが閉まったあと便器洗浄します。※1

また、リモコンで便器洗浄ボタン（流す大・流す小・eco小）※2を押すと、
便ふたが閉まったあとに便器洗浄します。

●自動で便ふたが閉まったあと水が流れるまでの時間を「短い/標準/長い」
に変更することができます。（P.29）

オート便器洗浄・オートふた開閉はどちらも「入」に設定してください。（P.29、32）

項目 オート
便器洗浄

オート
ふた開閉

設定

切 入 自動で便ふたは閉まりますが、便器
洗浄はしません。

入 切 自動で便器洗浄しますが、便ふたは
閉まりません。

切 切 自動で便ふた開閉・便器洗浄はしま
せん。

●「オート便器洗浄」が「入」のときでも、「便ふた閉止後洗浄モード」がは
たらかない場合があります。詳しくは「故障かな？と思ったら」の「便ふ
た閉止後洗浄モードが作動しない」（P.57）をご覧ください。

※２　便器やタンクの種類によってボタンの種類が異なります。（詳しくはP.18）
※３　約30秒後に便座・便ふたが閉まったあと、便器洗浄します。

※1　オート便器洗浄・オートふた開閉が下記設定になっているときは、「便ふた閉
止後洗浄モード」ははたらきません。
(リモコンの便器洗浄ボタンを使用する場合を除く)

ご注意
 ●便座に座っているときに、途中で腰を浮かせたり、便座の左よりに座ると、着
座センサーが検知しにくくなり、使用中に便ふたが閉まってきて便器洗浄する
ことがあります。
着座センサー部に肌が触れるように座ってください。（P.8）
 ●立って使用しているときに、便座・便ふたが閉まってきて便器洗浄することが
あります。便器の正面に立ってください。

便座から立ち上がる

便器から離れる

便ふたが閉まる
（約10秒後）

人がいなくなってから
便座・便ふたが閉まる

便ふたが閉まる
便ふたが
閉まったあと
便器洗浄

便ふたが
閉まったあと
便器洗浄

便座・便ふたが
閉まったあと
便器洗浄※3

押す

オート便器洗浄

便ふたを閉めて便器洗浄
する/しない

便ふた連動洗浄モード

便ふた連動洗浄モード（F2A・F1A）
手で便ふたを閉めたときに、便ふたの動きと連動して便器洗
浄します。
●便ふたを閉めなかったときは、流し忘れ防止のため便座か
ら立ち上がって約30秒後に自動で便器洗浄します。
（「オート便器洗浄」（P.29）が「入」の場合）
●便ふたを閉めなかったときに便器洗浄するまでの時間を
「短い/標準/長い」に変更することができます。（P.29）

2  押す

3  押す

4 設定したい項目を
選んでボタンを押す

「しない」とき

ピーッ

「する」とき

ピッ

＜設定完了＞

1  

リモコンランプが
点灯・点滅するまで
押す（約10秒）
確認

1  

リモコンランプが
点灯・点滅するまで押す
（約10秒）

確認

使
い
か
た
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オートふた開閉

自動で便ふたを開閉
する/しない

オートふた開閉
自動で閉まるまでの時間を変える

ふたが閉まるまでの時間※2

1  押す

押すたびに切り替わる
●オート開閉ランプで確認（P.28）

「する」とき

点灯

「しない」とき※1

消灯

＜設定完了＞

2  押す

3  押す

4 設定したい項目を選んでボタンを押す
「短い」に
するとき※3

ピッ

 

「標準」に
するとき

ピーッ

「短い」　約25秒後
「標準」　約90秒後

＜設定完了＞

※１　「切」に設定した場合でも便座きれいのミストをかけるときは、便ふたが開き、ミストが終了すると便ふた
は閉まります。（ミストをかけるときに便ふたを開きたくない場合はP.56）（F4A）

 ※２　「便ふた閉止後洗浄モード」が「入」のとき、この設定では自動で閉まるまでの時間を変更することはできま
せん。「水が流れるまでの時間」の設定をしてください（P.29）（F4A・F3A）

※３　「短い」に設定すると、自動で閉まったあとの約15秒間は自動で開きません。

リモコン裏面

オートふた開閉

自動で開くまでの時間を変える
（手やリモコンで閉めたとき）

ふたが開くまでの時間
便ふたのみを自動で開閉する/
便座と便ふたを自動で開閉する

開きかた

※4　 「便座・便ふた」に設定すると、プレミストは出ません。
※5　「便座・便ふた」に設定すると、トイレのレイアウトなどにより、立って使用しなくても小洗浄することがあ

ります。

2  押す

3  押す

4 設定したい項目を
選んでボタンを押す

便ふたのみ
開くとき

ピーッ

 

便座と便ふたを
開くとき※4 ※5

ピッ

＜設定完了＞

2  押す

3  押す

4 設定したい項目を選んでボタンを押す

「標準」に
するとき

ピーッ

 

「中間」に
するとき

ピッ

 

「長い」に
するとき

ピピッ

「標準」　約15秒後
「中間」　約30秒後
「長い」　約90秒後

＜設定完了＞

1 リモコンランプが
点灯・点滅するまで押す（約10秒）

確認

いろいろな使いかた オート機能

1
リモコンランプが点灯・点滅する
まで押す（約10秒）

確認 使
い
か
た
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せいけつ

自動でノズルを洗浄
する/しない

ノズルきれい
自動で便器内にミストを
かける/かけない

便器きれい※1

2  押す

3  押す

4 設定したい項目を
選んでボタンを押す

「かけない」とき

ピーッ

「かける」とき

ピッ

＜設定完了＞

2  押す

3  押す

4 設定したい項目を
選んでボタンを押す

「しない」とき

ピーッ

「する」とき

ピッ

＜設定完了＞

※1　「便器きれい」を「切」に設定すると、「便座きれい」のミストもかからなくなります。

せいけつ

自動で便座裏にミストを
かける/かけない

便座きれい※1

便座に座るまでの脱臭を
自動でする/しない

プレ脱臭

2  押す

3  押す

4 設定したい項目を
選んでボタンを押す

「しない」とき

ピーッ

「する」とき

ピッ

＜設定完了＞

2  押す

3  押す

4 設定したい項目を
選んでボタンを押す

「かけない」とき

ピーッ

「かける」とき

ピッ

＜設定完了＞

1 リモコンランプが
点灯・点滅するまで押す（約10秒）

確認1 リモコンランプが
点灯・点滅するまで押す（約10秒）

確認

いろいろな使いかた オート機能

使
い
か
た
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せいけつ

便座に座ってからの脱臭を
自動でする/しない

脱臭
立ち上がってからパワー脱臭を
自動でする/しない

オートパワー脱臭

2  押す

3  押す

4 設定したい項目を
選んでボタンを押す

「しない」とき

ピーッ

「する」とき

ピッ

＜設定完了＞

2  押す

3  押す

4 設定したい項目を
選んでボタンを押す

「しない」とき

ピーッ

「する」とき

ピッ

＜設定完了＞

ライト

「やわらかライト」と「便器内LED」を
夜間に適した光りかた（ナイトモード）に
変更する/変更しない/時間帯を設定する

ナイトライト

時間帯を設定する場合（タイマー）は、開始したい
時刻に設定してください。

2  押す

3  押す

4 設定したい項目を
選んでボタンを押す

入

「する」とき

ピッ

タイマー

「時間帯を
設定する」とき

ピッ

切

「しない」
とき

ピーッ

＜設定完了＞

やわらかライト 便器内LED

入

常に点灯 人を検知している
ときのみ点灯

人の動きに合わせて、明るさが切り替わります。

切

それぞれの設定にあわせて点灯

タ
イ
マ
ー

PM9:00からAM9:00まで設定した場合

入 入

切

AM9AM0 PM9

入 切

設定した時間から
12時間ごとに繰り返す

ナイトライトとは
「やわらかライト」と「便器内LED」を夜間に適した光りかた
（ナイトモード）に変更することができます。
●「やわらかライト」・「便器内LED」の設定を「切」にし
ている場合は点灯しません。

いろいろな使いかた オート機能

1 リモコンランプが
点灯・点滅するまで押す（約10秒）

確認

1 と

リモコンランプが
点灯・点滅するまで
同時に押す（約10秒）

確認

使
い
か
た
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ライト

やわらかライトを
使う/使わない

やわらかライト
便器内を照らすライトを
使う/使わない

便器内LED
きれいサインを
光らせる/光らせない

きれいサイン

2  押す

3  押す

4 設定したい項目を
選んでボタンを押す

「使う」とき

ピッ

 

「使わない」
とき

ピーッ

＜設定完了＞

2  押す

3  押す

4 設定したい項目を
選んでボタンを押す

「使う」とき

ピッ

 

「使わない」
とき

ピーッ

＜設定完了＞

2  押す

3  押す

4 設定したい項目を
選んでボタンを押す

「光らせる」
とき

ピッ

 

「光らせない」
とき

ピーッ

＜設定完了＞

においきれい

においきれい

においきれいを
する/しない

においきれいを
よく使う時間帯に自動でする/常にする

2  押す

3  押す

4 設定したい項目を選んで
ボタンを押す

「常にする」とき

ピッ

「自動でする」とき

ピーッ

＜設定完了＞

1  押す

押すたびに切り替わる
●ウォシュレット本体の
においきれいランプで確認

「する」とき
点灯

「しない」とき
消灯

＜設定完了＞

いろいろな使いかた オート機能

リモコン裏面

1
 
と
 

リモコンランプが
点灯・点滅するまで同時に押す（約10秒）

確認 1
 
と
 

リモコンランプが
点灯・点滅するまで
同時に押す（約10秒）

確認

使
い
か
た
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電子音を
鳴らす/鳴らさない

電子音
前回の洗浄位置を記憶
する/しない

ノズル洗浄位置の記憶

いろいろな使いかた その他設定

2  押す

3  押す

4 設定したい項目を
選んでボタンを押す

「鳴らす」
とき

ピッ
 

「鳴らさない」
とき

ピーッ

＜設定完了＞

2  押す

3  押す

4  押す

現在の設定が表示されます。

5  押す

押すたびに切り替わる

「する」とき

「しない」とき

6  押す

＜設定完了＞

1
 
と
 

リモコンランプが
点灯・点滅するまで同時に押す（約10秒）

確認

個人設定 個人設定登録

個人設定を
する/しない

個人のお好みの洗浄位置などを
登録する※１

1  押す

設定したい箇所を選ぶ

押すたびに切り替わる

登録1

登録2

登録3

登録4

2 おしり洗浄などを
使用中に「洗浄位置」「水勢」
「温水温度」をお好みの位置にする

3 5秒以上押す

ピッ

＜設定完了＞

※1　 「個人設定」を「しない」に設定しているときは、この操作はできません。

2  押す

3  押す

4  押す

現在の設定が表示されます。

5  押す

押すたびに切り替わる

「する」とき

「しない」とき

6  押す

＜設定完了＞

1  
と
 確認

リモコンランプが
点灯・点滅するまで
同時に押す（約10秒）

使
い
か
た



お手入れ 電源プラグ

プラスチック部品には、
かわいた布やトイレット
ペーパーを使わないでく
ださい。
（傷つきの原因）

※1 「ノズルそうじ」「お掃除ミスト」使用時は除く
※2 電源プラグを差し込んで約20秒間は便ふたが自

動で開きません（準備運転中のため）。リモコンで
操作してください。

　　（F2・F2A・F1・F1A以外）

電源プラグ（目安：月に１回）

かわいた布 ぬれた布

1 電源プラグを抜き、
かわいた布でふく

2 電源プラグを差し込み、
作動確認をする
（電源プラグについて➞P.13 ※１）

 警告
 ●電源プラグの刃などについたほこ
りは、定期的に取り除く
  ・プラグを抜き、かわいた布でふい
  　てください。
 ●根元まで差し込む
 ●抜くときは、電源プラグ本体を持つ
  ・コードを引っ張る
  　と、プラグやコー
  　ドが傷みます。

 警告
お手入れや点検のときは、必ず
電源プラグをコンセントから抜く
（感電や誤作動による故障の原因）

ウォシュレット本体

お手入れの際は
安全のため
電源プラグを
抜いてください。※1

※2

「切表示」ランプ

①「切」ボタンを
押す
製品への通電
が切れる

②「入」ボタンを
押す
製品への通電
がはじまる

「切表示」ランプが、
①で点灯、②で消灯すれば正常です。

4342

入室時に便ふたの開くタイミングなどを
変更することができます

人体検知センサーの検知距離

「運転」ランプが
消灯します。
点灯 消灯

いろいろな使いかた その他設定

2  押す

3  押す

4  押す

現在の設定が表示されます。

5    と  で「設定１／設定2／設定3／設定4／設定5」を選ぶ

押すたびに切り替わる

設定1 設定2 設定3 設定4 設定5

（例）入室時に便ふたが開くタイミング

長い

遠くまで検知

短い

近くで検知

6  押す

＜設定完了＞

1  リモコンランプが
点灯・点滅するまで押す（約10秒）

確認

お
手
入
れ
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